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　県内経済が全体として緩やかに持ち直す中で、企業
における人手不足感は正規社員を中心により一段と高
まっています。この背景としては、①生産年齢人口（15
歳～64歳）の減少、②医療・介護など労働集約型サー
ビスへの需要が多い高齢者の増加、③転職市場の活性
化などが挙げられます。こうした中、県内企業は、賃
上げはもちろん、職場環境の見直しも含めた処遇改善
による人材囲い込み、リスキリング等の人的資源の高
度化、人手不足を所与とした省力化投資やデジタル化
などによる対応に取り組んでいます。
　このうち最後の省力化投資とデジタル化ですが、ま
ず、省力化投資については、「中小企業白書2024年版」
によれば直近5年間での実施企業が35.1％とのこと
で、中小企業の大勢が取りかかっているとは言えない
状況です（図表 1）。また、デジタル化も、紙書類の
電子ファイル化など初歩的なことならともかく、より
高度な ITツールの活用、さらにその先にあるDX（ビ
ジネスの変革）となると、なかなか自分事として捉え
られずにきた経営者も少なくないのではないでしょう
か。もっとも、以下の点から、この先県内企業各社は、
省力化投資やデジタル化を本格化するでしょうし、ま
たそうすべきだとも思います。
　第一に、このところ、県内企業から「需要に応じき
れない」という声を頻繁に聞くようになったことです。
ある建設業では、人手不足のため大型案件の工期が延
びてしまい小工事に手が回らないとしています。もち
ろん、無理することなく、現有の人手でこなせるだけ

の仕事をこなすというのも一つの判断でしょう。とは
いえ、増加する超過需要に対応して顧客の不便を解消
することは、企業の社会的使命ですし、アントレプレ
ナーシップ（起業家精神）の源でもあると思います。
そこで重要性を増すのが省力化投資やデジタル化で
す。これによって、人手不足の下でも供給量を減らさ
ない、あわよくば増やす。そうした攻めの経営が、今
まさに社会から求められています。
　第二に、資本と労働の金額的な関係、設備やソフト
ウエアなどへの出費と人件費を比較した結果が、従来
と違ってきているのではないかという点です。省力化
投資やデジタル化にまとまった資金が必要なのは変わ
りませんが、このところの賃上げの継続によって、労
働はとても高価な資源になってしまいました。これを
受けてどうするかは、企業規模や業種によって様々だ
と思います。ただ、今後も人材獲得競争が止むことは
なく、労働は一段と高価なものになっていくとみた経
営者が、省力化投資やデジタル化などの資本増強に
よって労働を代替する場面は増えていくのではないで
しょうか。
　3月の関東財務局・法人企業景気予測調査によれば、
令和7年度の中小企業の設備投資計画（1都9県）は、
前年度比23.9％の増加と堅調です。既に相応の経営
者が攻めの経営に舵を切ったことを示唆しています。
省力化投資とデジタル化によって供給能力を高め、社
会的要請に応える。そうした経営が広がることを期待
しています。

省力化投資とデジタル化で攻めの経営へ
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■ 石井酒造株式会社　
　 八代目蔵主・代表取締役社長　石井　誠
      〒 340-0156　幸手市南 2-6-11　https://ishii-syuzo.jp/home/
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　米の味を語るときには、旨み、甘みという。ならば米で作る日本酒も、芳

醇な旨みと甘みが主役であってよい。これが石井酒造株式会社（幸手市）の

考え方であり、そのフラッグシップともいうべき酒が、今回の銘品、「豊明 

純米大吟醸」だ。口に含むと、何層もの奥行きを感じさせる甘みが広がる。

万人受けを狙った端麗辛口に飽きてきた左党には新鮮だろう。

　石井酒造の創業は 200 年近く前の天保 11

年（1840 年）。騎西（現加須市）の庄屋・

石井欣兵衛が、幸手宿の繁栄と江戸川水系

の豊富な水に着眼し、日光街道と御成道の

分岐となる現在地に蔵を構えた。八代目蔵

主・石井誠社長は先代の長男であり、大学

卒業後、一般企業で働いていたところ、先

代からの要請を受けて、2013 年、弱冠 26 歳で家業を継ぐことになった。そ

れから 10 余年、普通酒の薄利多売から先進的製法による高付加価値化への

転換という業界の流れに合わせて、定番品には磨きをかけ、一方で閃きやア

イデアを表現した限定酒を生み出してきた。

　石井社長は酒米にも強い思いがあり、早大の先輩が秋田県で

育てる酒米、「改良信交」（かいりょうしんこう）を中心に用い

ている。「誰が育てた米を使うかで酒造りのモチベーションは

変わる。一粒一粒に責任を取ろう

とする気持ちが酒質にダイレクト

に影響する」という。水田の様子

をみるために、杜氏とともに秋田

県大潟村の現地にも行く。その気

迫に敬意を払いつつ、もう少しい

ただくとしよう。

図表 1：
中小企業における
人手不足対応の
ための設備投資

（直近 5 年）

（資料）中小企業庁「中小企業白書 2024 年版」
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